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サステナブルビル構造の施工実験によるリユースの検証
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著者 らは,環境負荷削減を目指 して,柱 ･梁には損
傷を与えず,方杖に配置 した座屈拘束部材によってエ
ネルギーを吸収することを目的としたサステナブル ビ
ル構造システムを提案 しているQこの構造は,主要構
造部材 と制振部材を分離する損傷制御構造の考え方を
採用 している｡構造物の長寿命化を第-の目標 とし,
社会的ニーズの変化などによりやむなく解体 しなけれ
ばならない場合,部材 ･部品 レベルの リユースを想定
している .)｡
本論では,サステナブル ビル構造の組立 ･解体の容
易性を試施工により検討 したので報告す る0
2 実験概要
2 1 サステナブルビル構造
サステナプル ビル構造は,鋼棒 ･アンカープ レー
ト･エン ドプ レー トから成る接合部(以降,sB接合部
とい う),座屈拘束部材,柱 ･梁部部材より構成 され
る (図 1)｡アンカープ レ- トとエン ドプ レー トを端
部に溶接 されたSB接合部では,柱フランジ部に通 し
た鋼棒に初期張力を導入する｡制振部材には方杖状に
配置 した座屈拘束部材を用いる｡サブシステムレベル
としてサステナブル ビル構造-の適用を図った床部材
は,梁フランジの下にボル トのナ ッ ト部分を露出さ
せ,床 とボル ト接合 とする｡
22 対象モデル
サステナブル ビル構造の試施工にあたって対象 とし
たモデルは 5スパン 10層のチューブ構造で,その縮
尺は 1/5であるOサステナブル ビル構造の 1ユニッ ト
(コーナ一部)を代表 として取 り出 しているO床材は
(a)構造全体 (b)SB接合部
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縮尺を考慮 してキース トンプレー トを使用 し.梁フラ
ンジの下にボル トのナット部分を露出させて梁と接合
する｡座屈拘束部材はガセ ットプレー トにより梁およ
び柱と接合する.また,鋼棒はW12で,SS400の全ネ
ジを使用する｡
3.実験結果
31組立
サステナプル ビル構造の組立は従来のラーメン構造
と概ね同 じであり,図 2に示す組立フローに基づき主
要構造部材 である柱 ･梁を取 り付 け後,座屈拘束部
材 ･小梁 ･床材の順 とする(図 3)｡柱の倒れ,梁の水
平は下げ振 り,オー トレベルなどを用いて計測す る｡
梁の組立にあたっては,柱に取 り付けたシー トアング
嘉.3L草.仮設上草 笹上計&-.鑑設計点
仁 一 ｣ ｣
rl に-諺
I ± 王 ｣
I
束
I
hto-jl'=
Y～5[二 二亘= = ]
図2 組 立フロー 図4 解体フロー
(a)シー トアングル (b)最終状況
図3 サステナプル ビル構造の組立
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ル(組立の際,梁を仮置きするために柱にあらか じめ
取 り付けたエ レクションピース)に据えて梁の位置決
めを行い,鋼棒で仮固定する｡鋼棒の張力導入の詳細
は後述するが,SB接合部の4本の銅棒には13.7kN/本
の張力を導入するO張力導入後,柱の倒れ ･梁の水平
度などを計測 し,最終的には張力管理の主な指標 とな
る下記に示す許容値 2)を満たすことができた｡
･柱の倒れの管理許容差 :e≦H/1000かつe≦ 2mm
限界許容差 :e≦H/700 かつ e≦ 3mm
これらのことから,柱 ･梁,SB接合部,座屈拘束部
材,床部材で構成されるサステナプル ビル構造は柱の
倒れなどの許容値 を満たす組立が可能であると考え
る｡
32解体
サステナブルビル構造の解体は,図4に示すように
床材,小梁,･座屈拘束部材,梁 ･柱の順に新築の建
方と逆の工程で行 う｡ここで,リユース解体とは,逮
築物の解体時に得 られる解体材をリユース用部材 とす
るために,損傷をできるだけ与えない工法である｡解
体状況を図5に示す｡まず,床材を接合 した高力ボル
トを梁側の一方向か ら順次ボル トの逆回 しで切除す
る｡ボル ト接合のため梁に損傷を与えず,床材 と梁を
容易に分離 ･回収できた｡次に,′｣､染 ･座屈拘束部材
の接合部の高力ボル トをインパク トレンチによる逆回
しにより切除するQ続いて,SB接合部の銅棒をイン
パク トレンチによる逆回しまたはガス切断機により切
除する｡この際,鋼棒の うちの2本は,荷降し段階ま
で仮ボル トとして使用する｡ リユース解体の結果,
(a)座屈拘束部材の切除 (b)解体材
(C)鋼棒の切除(逆回し) (d)銅棒の切除(ガス切断)
図 5 解体
柱 ･梁,小梁には損傷は見られなかった｡なお,解体
材に取 り付くガセットプレー トなどはス トックヤー ド
にて切除する｡
これらのことからサステナプル ビル構造の柱 ･梁に
おいて,解体時においてSB接合部の鋼棒,床構造の
ボル トを切除することで,損傷の無い部材が採取でき
ると考える,
3.3 リユース加エ
リュ-ス解体により採取 した解体材をリユース用部
材とするため,SB接合部を含む梁と小梁の2種類をリ
ユース加工するOまず,SB接合部を有する梁はアン
カープレー ト近傍の端部を帯鋸により切除するO小梁
は端部のボル ト孔を含む近傍 を同様に切除す る｡ま
た,梁 ･小梁のガセットプレー トはガス切断機により
切除後,切除部分をグラインダー処理する｡次に,同
じサイズの梁と小梁を部材継溶接 し,所定の部材長さ
とする(図6)｡ リユース加工された部材は従来と同様
に製品検査を行い,性能評価シー トを作成する｡さら
に,リユース加工された部材を基に組立時と同様に再
組立を行 うことができた｡
4 まとめ
サステナブル ビル構造の組立 ･解体実験を行い､以
下の知見を得た｡
1)サステナブル ビル構造は組立 ･解体が容易であり,
リユースが可能である｡
2)サステナプル ビル構造の柱 ･梁において,解体時
においてSB接合部の鋼棒のボル トを切除すること
で,損傷の無い部材が採取できる｡
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(a)部材継溶接 (b)再組立
図 6 加工と再組 立
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